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Abstract
Witness statements of legal anthropologists play a significant role in refugee cases in the U.K. This 
document aims to introduce how the tribunal takes into account witness statements in order to examine 
the country of information for the appellant. In this case, a legal anthropologist stated that Female 
Genital Mutilation (FGM) was a nearly universal practice among all ethnicities in Sierra Leone and that 
girls were in danger of being forced to undergo FGM if they returned to Sierra Leone from the U.K. The 
tribunal found the expert’s report consistent with much of the background evidence.
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2013年 8 月 5 日、オックスフォードの自宅で、その 2 人一緒に 2 時間以上インタビューした。2013
年 8 月12日、AF単独でさらに 2 時間インタビューした。また、SGTの父親T、兄AT、AFの妹BT










 5） 「私はA Fの姉妹のうち 2 人と連絡を取った。以下は彼女達が話した内容であり、彼女達が喋っている間に書き起こしたもの
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 16） シエラレオネ北部と東部は交通手段がないために孤立している。線路は1897年から1976年まであったが、シエラレオネのこ
の部分までは届いていなかった。（過去の線路の地図は以下参照http://en.wikipedia.org/wiki/Rail_transport_in_Sierra_Leone）
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立人の主張が認められた。 1 つ目の事件は、両親とその娘達が難民申請を行ったもので、 2 つ目の
事件は、ガンビアの少女が 1 人で行った事件だ。
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除されなければ醜く成長すると信じられている。FGMは明らかに個々の女性と共同体の繁栄のた
めの犠牲である。FGMは女性が性交よりも自慰を好まないようにすると信じられている。私の意
見では、宗教的な迫害を受ける恐れの理由で、FGMの強制を恐れる人々を難民として認めること
が適切だと考える。
私達はFGM継続のための社会的圧力、特に同級生や家族からの圧力を示した。FGMとボンド
について、いかに女性が決定権を持つかを示した。SGTの姪の祖母及び父はSGTの姉のBTよりも
FGMについて否定的意見を持っているが、彼の家族でFGMを受けていない女性はいない。AFの 3
人の姉、KF、SF、FFは、AFの子どもに接触できるならばボンドに強制的に加入させると断固と
して主張している。
シエラレオネには、CT及びTTが親戚によって誘拐され、ボンドへ強制的に加入させられる危険
から逃れることのできる国内避難可能性は存在しない、というのが私の意見である。全民族集団の
人々はシエラレオネのどこにでも住んでいる。SGTの家族はボーの出身であるが、今は散らばって
住んでいる。AFの家族はコノ出身であるが、例えばAFの姉のFFは現在フリータウンに住んでいる
ことが確認されている。
私は本鑑定書で言及した事実について、私自身の情報であるものとそうでないものを明確にし
た。私の知っている事実は、真実であると確証している。私の意見は私の考える真実であり、事実
に対する専門的な意見を表明している。
2013年 9 月13日、英国オックスフォードにて。
